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る。日本においても、1947 年成立の保健師助産

師看護師法における看護師の定義にこの考え方

が反映している。“nursing” と ”care” の二

つが、看護を意味するが、正確には、“care” は、

保健師助産師看護師法における療養上の世話の

部分を指し、”nursing”は、医療の補助と療養上

の世話の両方を指す。そうしたことを前提とすれ

ば、看護（“nursing”）と介護（”care”）は、も

ともとの意味が重なっている概念であるである

ということができる。「介護福祉」という言葉は、

1987 年に社会福祉士及び介護福祉士法ではじ

めて用いられた。この法律で、「社会福祉士」と「介

護福祉士」を国家資格として定めたことで、新し

い対人援助の専門性を有する人材の育成がスタ

ートする。「介護士」ではなく、「介護福祉士」を

その名称に選んだ経緯は、この専門性を社会福祉

の領域で育てようとしたことにあるのではない

かと推測される。だとすれば、介護福祉士の行う

業務は単に介護（“care”）を担うということでは

なく、福祉的な意味を伴うものであるということ

になる。こうしたことは、看護と介護の概念を掘

り下げて考えるのではなく、より広い対人援助の

枠組みの中で考えることが適当であろう。 

２ ICF の概念図 

国際生活機能分類（ＩＣF; International 

Classification of Functioning, Disability and 

Health） は、2001 年に WHO が「健康状態

（Health Condition）」 を示す枠組みとして提

唱したものである。これに先立ち 1980 年に

WHO は、国際障害分類（ICIDH；International 

Classification of Impairments, Disabilities 

and Handicaps） を提示した。 

この国際障害分類では、障害を心身の機能的な課

題（“Impairments”）、機能的な課題によって生じ

る行為上の課題（“Disabilities”）、行為上の課題に

伴う社会的不利益（“Handicaps”）に分け、社会

的不利益は社会の側が工夫することで解消でき

るものであるとした。このことにより、ハンディ

キャップは障害を指す言葉ではなくなり、障害に

対する社会の側の差別的構造を示す言葉になっ

た。国際障害分類は、障害に対する考え方にコペ

ルニクス的転換をもたらしたともいえる。 

2001 年に ICIDH を発展させた ICF が提示さ

れ、様々な場面で対人援助の枠組みが再整理され

ていく。ICF の概念図は、「健康状態」を様々な要

素、因子から考えるものであるが、社会福祉や介

護福祉など、対人援助の側から ICF の概念図の意

味を考えることで、「健康状態」の改善に向けて対

象者を支援するときの課題を分類するだけでは

なく、課題に対応する対人援助の専門性を考える

のに極めて有効であることがわかる。 

ICF の概念図の枠組みでは、「心身機能・構造」

における課題に対しては、医師を中心に医療の補

助を担う看護も含めて主として医療専門職が対

応し、「活動」における課題対しては看護と介護福

祉が担う。「参加」については、主として社会福祉

が担うが、「参加」の前提となる物理的な「環境因

子」の改善はリハビリテーションの領域につなが

るし、性格等の「個人因子」は、心理学的なアプ

ローチの対象となる。さらに議論を深めていく

と、「活動」については、起居動作等の基本的 ADL

と買い物などの手段的 ADL に分かれるが、看護

やリハビリテーションは、基本的 ADL を向上さ
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                                   参考資料２ 

知識と実践をつなぐ学び続ける環境整備に向けて～厚生労働省の調査結果から見えるもの――「高齢者

虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」に基づく対応状況等に関する調査結果から 

 

①令和 7 年 12 月に発表された、令和６年度の調査結果では、介護施設職員から高齢者への虐待件数は１,220 件で、 

過去最多で４年連続増加している。 

本推進会議、第３期 1 年目、令和 5 年 12 月発表の令和４年度同調査での件数は 856 件であり、この２年間で、 

42.5 ポイントの増加となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚生労働省（老健局高齢者支援課）：令和７年 12 月 25 日発表 

令和６年度「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」に基づく 

対応状況等に関する調査結果（抜粋に一部加筆） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_67817.html 

 

 

②令和７年３月に発行された、「高齢者虐待の実態把握等のための調査研究事業報告書」における、虐待の発生要因 

では、「教育・知識・介護技術等に関する問題」が、６４２ 件（57.2％）と最も多い状況であった。 

 

教育・知識・介護技術等に関する問題 642  57.2％ 

職員のストレスや感情コントロールの問題 255 22.7％ 

虐待を助長する組織風土や職員間の関係の悪さ、管理体制等 277 24.7% 

倫理観や理念の欠如 193 17.2％ 

人員不足や人員配置の問題及び関連する多忙さ 114 10.2％ 

虐待を行った職員の性格や資質の問題 146 13.0％ 

  上記報告書をもとに本会が作成 

厚生労働省（老健局）：令和７年３月発行 

「高齢者虐待の実態把握等のための調査研究事業報告書」（一部抜粋） 

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001658136.pdf 
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３．神奈川県介護人材確保対策推進フォーラム  

 

 

 

 

 

 

 

 

  令和 7 年度のテーマ 「働き、学び続けられる神奈川の介護福祉―多様な介護人材を受け入れて、

育てていくためにー」 

①開催実績 期日：令和７年７月１１日（金） 

会場：横浜市開港記念会館講堂 参加者延べ：80 人 

  ②内容 次のとおり 

【主催者挨拶】笠井熱史（神奈川県福祉子どもみらい局地域福祉課課長） 

深井康信（県社会福祉協議会常務理事） 

  【基調報告】介護人材確保対策推進会議（第３期）からの提案 副委員長 三澤京子（神奈川県社

会福祉協議会経営者部会長） 

【リレーメッセージ】働き、学び続けられる神奈川の介護福祉―多様な介護人材の参入促進と専門

性の発揮にむけてー 

・多様な職員の受け入れと定着～外国籍職員や高齢職員の活躍 増尾和行（社会福祉法人たち

ばな会 特別養護老人ホーム天王森の郷 人財開発担当） 

・他職種連携の推進～これからの介護福祉の活躍に向けて 金山桂（県介護人材確保対策推進

会議委員 神奈川県地域リハビリテーション三団体協議会） 

・知識・技術と実践の統合～誰かのために役立ちたい、介護福祉職の思いを、大切に育成する 

コッシュイシイ美千代（県介護人材確保対策推進会議委員 神奈川県介護福祉士会会長） 

【県の施策状況・取組報告】大和修司（県福祉子どもみらい局地域福祉課グループリーダー） 

    【総括講義】介護福祉の価値と倫理 委員長 臼井正樹（神奈川県立保健福祉大学 名誉教授） 

【配信方法】動画共有サイト YouTubeへのアップロード、神奈川県介護人材確保対策推進会議ポ

ータルサイトでの配信 

【その他】登壇者事前打合会の実施 令和７年７月７日（於：かながわ県民センター） 

      

 

 

 

 

 

 

 

                      

 
https://www.kaigoportal.jp/suishin/2025forum.html 

ポータルサイトでの発信 

推進フォーラムは、推進会議において協議した、介護人材の確保、介護福祉従事者の育成(専門性

の向上)、定着(離職防止)の内容を、関係者にお伝えし、課題の共有と介護福祉に関わる関係機関

の連携協働を推進していくことを目的として開催している。 

第３期・推進会議での取り組み内容に沿った、メインテーマを設定し、会場集合型で行いました。

また、この内容を多くの関係者に伝え、さらなる連携協働の契機とするため、当日の様子を配信

動画として編集し、ポータルサイトからオンデマンド方式で広く紹介している。 
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４．各調査等の実施                         

 

(1)県・市町村の人材確保・育成・定着に関する施策・制度の現状把握調査 

平成 29 年度より実施している本調査は令和 2 年度に猛威をふるった新型コロナウイルスの影響

に伴い、「その他感染対策等に対応した人材確保等」について調査項目に加えていたが、昨今の状況を

鑑みて、今年度から「人材確保（参入促進）」「人材育成（資質の向上）」「人材定着（労務環境・処遇

の改善）」の 3 つの調査項目、そして事業の新規・廃止を選択する設問を追加し、県内の 33 市町村

と県の５課（地域福祉課、高齢福祉課、産業人材課、高校教育課、子ども教育支援課）、計 38 カ所を

対象に実施した。 

回答数としては、38 件（100％）での回答を回収することができ、項目ごとの回答も昨年度より

も多い回答を回収できた。職員の参入、資質向上に対して従事者、事業所へ助成金等を交付する制度

が多く、経済的なハードルを下げる狙いが推測される。しかし、人材定着に関してはオブザーバーを

除く 30市町村において 2 市のみでの実施に留まっており、介護人材が働きやすい環境への支援が不

足している現状である。 

 

各調査項目の回答数 

 人材確保（参入促進） 人材育成（資質の向上） 人材定着（労務環境・処

遇の改善） 

感染対策等に対応した

人材確保等 

平成2 9年度 
32 件 

(68.1%) 

6 件 

(12.8％) 

9 件 

(19.1％) 

－ 

平成3 0年度 
32 件 

(74.4%) 

5 件 

(11.6％) 

6 件 

(13.9％) 

－ 

令和元年度 
48 件 

(61.5％) 

19 件 

(24.4％) 

11 件 

(14.1％) 

－ 

令和２年度 
66 件 

(56.9％) 

24 件 

(20.7％) 

18 件 

(15.5％) 

8 件 

(6.9％) 

令和３年度 
67 件 

(57.3％) 

24 件 

(20.5％) 

17 件 

(14.5％) 

9 件 

(7.7％) 

令和４年度 
64 件 

(57.1%) 

20 件 

(17.9%) 

19 件 

(17.0%) 

9 件 

(8.0%) 

令和５年度 
47 

(49.4％) 

20 

(20.6％) 

20 

(20.6％) 

8 

(8.2％) 

令和６年度 
40 

(65.5％) 

4 

(6.5％) 

16 

(26.2％) 

1 

(1.6％) 

令和 7 年度 
72 件 

(61.5%) 

22 件 

(18.8%) 

23 件 

(19.7%) 

－ 

 

○介護人材の養成に関する研修の取り組みについて 

介護職員初任者研修：17 

基準緩和型サービス従事者研修：9 

介護研修：7 

その他の介護人材の養成に関する研修：10 

 

令和３年度より、かながわの介護・福祉ポータルサイトに「研修・資格取得のための情報」「県・市

町村からの制度や施策情報」ページを作成し、本調査の結果をもとにした情報掲載を行っている。本

年度は、新しく「コラム」ページを追加し、市町村からの制度・施策の中から、２地域のり取組みを

取材の上でまとめ、発信した。（次頁参照） 

  なお、神奈川県が実施する、介護人材確保・定着等に関する施策（令和７年度）については、参考

資料７（P46）を参照のこと。 
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「コラム」ページの追加（令和７年度） 

県・市町村の介護人材確保・育成・定着に関する施策・制度の現状把握等調査 

を基にしたヒアリング（地域）平塚市、秦野市 

 

 

 

 

24



25



 

(3)「神奈川の介護福祉の現場が取り組む職員育成状況調査結果からのヒアリング 

「多様な人材が活躍でき、多様な働き方が可能であること」を方針とする県内の法人・事業所の

介護人材の確保・育成・定着に関する取り組み状況や工夫などを把握し広く発信することを目的

に、令和５・令和６年度に実施した「神奈川の介護福祉の現場が取り組む職員育成状況把握調査」

回答を基に、協力いただいた法人・事業所にヒアリング（取材）を行い、人材確保や職員育成・

環境作りへの工夫や制度、課題についてより詳しく紹介した。（ポータルサイト一部更新内容） 

 

○神奈川の介護福祉の現場が取り組む職員育成状況把握調査結果からのヒアリング（取材） 

 

インタビュー１「職員は大切な財産。職員育成のその先にいきいきした職員の姿を！」 

アースサポート株式会社（編集後記１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビュー２「多様なジンザイが定着する土壌づくり～人材を人財に磨く～」 

社会福祉法人たちばな会 特別養護老人ホーム 天王森の郷（編集後記２） 
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 ５．かながわの介護・福祉ポータルサイトによる情報発信       

 

 

●コンテンツの充実 

  ※ポータルサイトでは推進会議からの新着情報の掲載、関係機関が実施する介護福祉に関す

る事業・イベント情報について、更新・追加・拡充して発信しています。 

 

 

 

 

 

●介護人材定着・育成のための取り組みページの増設 

神奈川の介護福祉の現場が取り組む職員育成状況把握調査」（令和 5･6 年度実施）から見る人材

確保・育成・定着への取り組みから、「多様な人材が活躍でき、多様な働き方が可能であること」

を方針とする県内の法人・事業所の介護人材の確保・育成・定着に関する取り組み状況や工夫な

どを把握し広く発信することを目的に、調査回答を基に、協力いただいた法人・事業所へインタ

ビューを行い、人材確保や職員育成・環境作りへの工夫や制度、課題についてより詳しく紹介す

るページを作成し、発信した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

                             

 

 

 

 

                              

   

 

 

 

 

●令和 5年度 神奈川の介護福祉の現場が取り組む職員育成状況把握調査（結果）（PDF） 

●令和 6年度 神奈川の介護福祉の現場が取り組む職員育成状況把握調査（結果）（PDF） 
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  ●「特集」ページの増設 

   特集ページは「テーマ」に沿った、かながわの介護福祉の情報を発信することを目的に増設した。

今期のテーマは、課題別ワーキング（在宅ワーキング）による検討から、「訪問介護員」に焦点を

あて、居宅サービスを行う訪問介護員が語る物語（ナラティブ）メッセージから、「訪問介護の専

門性」を発信し、①「訪問介護のしごとの魅力」を 

知るきっかけをつくり、すそ野を広げること。②現 

役の介護福祉従事者が専門職としての自らの価値を 

再確認することで「内発的動機付け」の強化に繋げて 

いくこと。③潜在介護福祉士等現在仕事から離れて 

いる人に、社会が必要としている専門職として呼びか 

け、介護人材の確保につなげていくことを目的として 

増設した。 
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●研修・資格取得のための情報の発信 

 

県・市町村への人材確保・育成・定着に関する施策・制度の現状把握等調査、市区町村社協の

人材確保等に関する研修等の取り組み状況調査により把握した情報をもとに、研修機関の情報、

法定研修の実施および助成等の情報を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●最新情報（掲示板機能） 

 

神奈川県介護人材確保対策推進会議の関係機関・団体等の情報や県内の情報のトピックをショ

ートカットの形式でより多く掲載できるよう、トップページに「最新情報」（掲示板機能）を掲載

しています。 
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●介護福祉の仕事紹介－現場からの発信 

 

 

介護福祉の仕事を目指そうとしている人たちに対して、 

神奈川の介護現場の実践の様子や魅力を発信するため、 

どのような工夫をしながら日々の利用者の支援、専門 

 の向上のために取り組んでいるかを掲載しています。 

 

●介護職としての私 

 

 

介護福祉の現場で働く人たちへのインタビューを通じて、 

仕事の内容や魅力を紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●動画「神奈川の介護現場で働くイメージを作ろう」 

  

 

令和２年度から令和３年度にかけて、介護職員等がどのようにサービス提供を行っているか、

その実際や雰囲気を体感できる動画を作成し、動画共有サイト You Tube へのアップロードな

らびにポータルサイトを通して発信しています。 
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●神奈川の地域特徴（観光・地理・歴史等）の発信

神奈川の介護福祉の実際と魅力とともに、「神奈川の多様性あふれる地域特徴」を県内外、海外

へ発信するための取り組みの一つとして、ポータルサイトのトップページに神奈川の観光・地理・

歴史等の写真をスライドで表示しています。（写真提供元：神奈川観光情報サイト「観光かながわ

NOW」フォトライブラリー）

●次世代にむけた介護福祉の実際と魅力の発信

周知の機会 令和 6 年度教科等別教育課程説明会（令和６年１２月１３日動画公開※） 

※オンデマンド開催のため、特設サイトに動画データを公開し視聴する

対象 県立高等学校・中等教育学校全１３６校 

家庭科教科代表者 福祉科目設置校は福祉科教諭を含む 

内容 説明動画に PDF 資料（チラシ及び二次元コード）にてサイト紹介 

PDF チラシ（裏）PDF チラシ（表） 

「福祉・介護の仕事理解のために」チラシ等による周知 

主に県内高等学校に向けて、ポータルサイトに掲載している「神奈川の介護福祉のし

ごとのイメージをつくろう（動画）」について、県教育委員会を通じ周知した。 
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ページ R7 

（参考） 

R6 R5 R4 R3 R2 R 元 

ページビュー総数 
 

24,377 

 

18,112 

 

16,506 

 

13,358 7,726 7,211 7,762 

トップページ 
5,419 

(22.23%) 

3,985 

(22.0%) 

4,084 

(24.74%

) 

3,540 

(26.5%)   
2,709 

(34.90%

) 

「研修・資格取得のための情報」ページ 
2,043 

(8.38%) 

1,823 

(10.1％) 

1,951 

(11.81％

) 

1,447 

(10.83%

) 

   

「介護福祉の仕事紹介－現場からの発信」

特別養護老人ホーム 松みどりホーム 

1,372 

(5.63％) 

1,591 

(8.8％) 

1,457 

(8.82％) 

557 

(4.16%)    

訪問介護員からのメッセージ 
1,006 

(4.13%) 

   
   

「介護職としての私」トップページ 
897 

(3.68%) 

874 

(4.8％) 

805 

(4.87％) 

766 

(5.73%) 

924 

(11.96%

) 

897 

(12.44%

) 

1,114 

(14.35%

) 
「 介 護 福 祉 の 仕 事 紹 介 

－ 現 場 か ら の 発 信 」 

訪問入浴 アースサポート(株) 

843 

(3.46%) 

834 

(4.6%) 

503 

(3.04%) 

454 

(3.39%)    

ようこそ～訪問介護の世界へ 
772 

(3.17％) 

   
   

県内市町村の制度・施策 
746 

(3.06%) 

513 

(2.8％) 

286 

(1.73％) 

 
   

「介護福祉の仕事紹介－現場からの発信」

ページ  

571 

(2.34%) 

772 

(4.3％) 

762 

(4.61％) 

856 

(6.4%) 
157 

(2.03%) 
  

神奈川県の制度・施策 
497 

(2.04%) 

376 

(2.1％) 

291 

(1.76％) 

588 

(4.4%) 
624 

(8.08%) 

513 

(7.11%) 

390 

(5.02%) 

介護人材定着・育成のための取組み 
488 

(2.0％) 

   
   

管理者からのメッセージ 
473 

(1.94%) 

   
   

「介護職としての私」 

第 4 弾（特養 スプリングガーデン瀬谷） 

452 

(1.85%) 

 

1,014 

(5.6％) 

 

607 

(3.67％) 

 

290 

(2.17%) 

 

477 

(6.17%) 

 

350 

(4.85%) 

 

502 

(6.47%) 

「推進会議からの提案」フォーラム動画配

信 

404 

(1.66%) 

 

298 

(2.2％) 

 

111 

(0.67％) 

 

   

介護人材定着・育成のための取組み ア

ースサポート株式会社 

373 

(1.53%) 

   
   

対象別入口ページ「従事者の方へ」 

【令和 4 年度～】 

334 

(1.37%) 

346 

(1.9％) 

398 

(2.41％) 

274 

(2.05%)    

対象別入口ページ「県民・求職者の方へ」

【令和 4 年度～】 

312 

(1.28%) 

362 

(2.0％) 

388 

(2.35％) 

330 

(2.47%)    

対象別入口ページ「法人・事業者の方へ」

【令和 4 年度～】 

308 

(1.26%) 

253 

(1.4％) 

257 

(1.55％) 

258 

(1.93%)    

「介護職としての私」 

第 3 弾（特養 愛成苑） 

189 

(0.78%) 

203 

(1.1％) 

200 

(1.21％) 

192 

(1.44%) 

 

   

「介護職としての私」 

第１弾 （特養 鵠生園） 

181 

(0.74%) 

207 

(1.1％) 

308 

(1.86％) 

338 

(2.53%) 
307 

(3.97%) 
  

「介護職としての私」 

第 6 弾（特養 かないばら苑） 

140 

(0.57%) 

184 

(1.0％) 

269 

(1.62％) 

146 

(1.09%) 
303 

(3.92%) 
 

242 

(3.12%) 

動画「神奈川の介護現場で働くイメージ

を作ろう」 

113 

(0.46%) 

218 

(1.2％) 

238 

(1.44％) 

343 

(2.56%) 

1,035 

(13.40%

) 

985 

(13.66%

) 

 

対象別入口ページ「学生の方へ」 

【令和 4 年度～】 

88 

(0.36%) 

139 

(0.8％) 

107 

(0.66％) 

117 

(0.87%) 

 

   

「介護福祉の仕事紹介－現場からの発

信」介護付有料老人ホーム SOMPO ケ

ア ラヴィーレ川崎宮前 

72 

(0.3%) 

117 

(0.65％) 

203 

(1.23％) 

39 

(0.29% 
   

 令和 7 年度：令和 7 年４月 1 日～令和 8 年 3 月 15 日現在の状況です 

 

かながわの介護・福祉ポータルサイト閲覧状況 

33



＜参考＞ 

Youtube アカウント「神奈川県介護人材確保対策推進会議」 

チャンネル登録者数の推移・配信動画の閲覧状況  ※アカウント開設：令和２年 7 月 27 日 

集計期間：令和２年 7 月 27 日～令和 8 年 3 月 15 日 

１．チャンネル登録数 

R3.3 R4.3 R5.3 R6.3 R7.3 R8.3 

168 762 1,037 1,311 1,474 1,509 

 

２．視聴回数 

（１）総視聴回数 623,868回（R7.3時点 598,332回）  

 

（２）配信動画別 

掲載年度 タイトル 再生回数 前年比 高評価 

令和２年度 令和 2 年度介護人材確保対策推進フォーラム 1,134 5 23 

特別養護老人ホームの１日の業務の流れ（午前） 286,439 9,626 1,051 

特別養護老人ホームの１日の業務の流れ（午後） 209,450 6,845 676 

特別養護老人ホーム 他職種との連携 49,201 2,858 220 

令和３年度 推進フォーラム動画 1 主催者挨拶 ・ 基調提案 390 20 6 

推進フォーラム動画 2 リレーメッセージ① 337 10 10 

推進フォーラム動画３ リレーメッセージ② 299 23 6 

推進フォーラム動画 4  県の施策状況取組み ・ まとめ 391 2 7 

デイサービス（通所介護）の１日の仕事の流れ①（午前） 49,817 4,550 142 

デイサービス（通所介護）の１日の仕事の流れ②（午後） 21,522 1,699 98 

令和４年度 推進フォーラム動画 1 主催者挨拶 ・ 基調提案 548 31 5 

推進フォーラム動画 2 それぞれの現場からの発信① 364 11 6 

推進フォーラム動画３ それぞれの現場からの発信① 382 6 5 

推進フォーラム動画 4 県の施策状況取組み ・ まとめ 299 12 5 

令和 5 年度 推進フォーラム動画１ 主催者挨拶・基調講演・基調報告 286 19 1 

推進フォーラム動画２ 次のステージに向けた介護人材確保について① 119 9 1 

推進フォーラム動画３ 次のステージに向けた介護人材確保について② 89 5 2 

推進フォーラム動画４ 次のステージに向けた介護人材確保について③ 100 9 2 

推進フォーラム動画５ 県の取り組み ・まとめ 123 8 1 

令和６年度 推進フォーラム動画１  主催者挨拶 ・ 基調講演 ・ 基調報告 327 17 5 

推進フォーラム動画 2  働き・学びつづけられる神奈川の介護福祉をめ

ざして―福祉・介護現場からの提案 
247 17 4 

推進フォーラム動画 3  県の取り組み ・まとめ 163 21 6 

令和 7 年度 令和７年度神奈川県介護人材確保対策推進フォーラム【動画 1】 

主催者挨拶・基調報告・県の施策説明 
88  1 

令和７年度神奈川県介護人材確保対策推進フォーラム【動画 2】 

リレーメッセージ 
50  2 

令和７年度神奈川県介護人材確保対策推進フォーラム【動画 3】 

総括講義 
65  1 
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多様な介護福祉人材が活躍する、神奈川らしさの発揮にむけて         参考資料３ 

１.多様な介護福祉人材像と神奈川の介護福祉が目指す姿        

神奈川県介護人材確保対策推進会議（以下：推進会議）で検討を重ねている「介護福祉の価値と倫理」を根底として、

推進会議第２期で提示した、「神奈川の介護福祉が目指す姿」・５つの視点を踏まえ、神奈川らしい介護福祉の実際と魅

力を引き続き発信していく。 

 

○多様な人材像について                              

                                      （図１） 

多様な背景                  多様な働き方・学び方 

 

・他業種転職者（無資格・未経験）        ・職員ひとり一人の働き方（ニーズ） 

・外国籍県民                       柔軟な勤務時間、転勤がない 

・中高年セカンドキャリア               休み方、複数事業所兼務 

・障がい者                      ・環境・地域 

・家庭介護の経験者                  多様な事業種別・職場が近い 

・地域活動やボランティア活動から         都市から山間（特徴ある神奈川） 

                             ・教育 

・潜在有資格者（実務経験あり）           資格取得、職場研修（WEB の活用含む） 

〃   （実務経験なし）           スキルアップの志向 

                       ※令和 6 年度推進会議「各部会」資料抜粋（一部修正） 

（図２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※「令和４年３月 令和３年度神奈川県介護人材確保対策推進会議報告書」から（抜粋） 

 

 
    

（参考）「神奈川の介護福祉が目指す姿」・５つの視点         

 

１．“プラスの価値” 

できないこと、つまりマイナスの要素を補う、単に行為としての介護を提供するだけではなく、本来その人が望んでいる生

き方をどのように実現してもらうのかを考え、他者との関係性の再構築や尊厳を高める支援までを行う。 

２．介護福祉の文化の発信 

“３大介護”そのものではなく、その先にある支援対象者の尊厳を高め、一人ひとりの生活をより豊かにするまでの支援を

行うことを「介護福祉の専門性」と捉え、その専門性を介護福祉の文化として社会へ発信していく。 

３．専門性の深化 

介護福祉の現場で積み上げ、着実に発展させてきた「介護福祉の専門性」をさらに深めながら、介護福祉に携わる関係者

が専門性に基づくプライドを持って「従事する自らの姿」を発信し、“どんな価値のある仕事か”を社会へ伝えていく。 

４．人材の多様性から生まれる奥行き 

様々な経験を持つ人たちが従事者として参入することによってもたらされる、現場におけるアクティビティや日々の支援

の中での多様性の広がりを業界の強み、奥行きとして捉える。 

５．“きっかけの気持ち”を大切にする神奈川 

“ケア”という言葉の原点とも言える「他者を気にかけること」など、介護福祉に興味を持ったきっかけの気持ちを大切に

する介護福祉の現場をつくるとともに、その“きっかけの気持ち”をつなげるための事業・活動の取り組みを広げる。 
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学び続けられる環境整備部会から～多様な人材のキャリアビジョンとキャリアパス   

 

２.多様な人材によるキャリアビジョン（山）と、複線式のキャリアパス（山なみ）について 

多様な背景のある介護福祉の専門職が、社会状況や、子育て、介護などの世代によるライフイベントの影響を受けて

も、働き続け活躍できる多様な（山）・キャリアデザインを描くことができるよう、自分のキャリアを都度選択できる

複線式の（山なみ）キャリアパスの構築（人事労務・働きやすい職場環境づくりの仕組み） 

 

 

 

 

 

 

 

 影響を受ける 

 

             

多様な           （山）                          

             キャリアデザイン            

                                 

 

「働きやすい職場環境をつくるための仕組み」や「体制」で（山）づくりを バックアップ！ 

 

     多様なキャリアデザインを描くことができる職場の取り組み（その１） 

 

 

 

 

 

 

 

                   

   多様なキャリアデザインを描くことができる職場の取り組み（その２） 

 

 

 

 

 

 

                  

 

（図３） 

※令和 6 年度推進会議報告書 P２６「学び続けられる環境整備部会」資料を一部修正 

バックアップ 

働きやすい職場環境等の取り組み 

（山）は選択できる 

キャリアパスの全体像 

 

 

 

人事制度 

・任用要件 

・資質要件 

給与制度 

研修制度 

法人理念 

働きやすい職場環境をつくるための仕組み 

 

・ライフサイクル（イベント）に応じた配置転換などの規定 

・ワークライフバランス支援、介護補助の導入 

・メンタルヘルスサポートシステム（メンター制度） 

・ICT の利活用に向けた環境整備→DX 化  など 

 

キャリアパスと連動する法人の制度を活用する 

 

・スーパービジョン・目標管理・業務管理（給与制度） 

・ＳＤＳ支援（資格取得支援）、ＯＦＦ-ＪＴの活用等研修制度 

・ライン職・スペシャリスト職任用、正職員登用制度 など 

社会状況 

ライフ 

イベント 

複線式 

多様なキャリアビジョンを支援する、複線式のキャリアパスと働きやすい職場環境づくりの取り組み 

バックアップ！  

参考資料４ 
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（１）「学び続ける」かながわの介護人材の活躍にむけて 

 

 

①さまざまなキャリアデザイン（以下：（山））がある ※多様な人材について（図１/P８） 

②（山）は、職員のライフイベントや、地域、社会状況に影響を受け、都度変化する。 

③（山）は、多様な働き方が可能となる職場環境や、介護福祉の専門職として資質向上を図る機会、 

スーパービジョンなどの人材育成体制により、大きさや内容（層）も変化する。 

④大きさの異なる多様な人材（山）が集まり、法人・事業所のミッション（理念）と職員の専門性 

の基盤の上にキャリアパスが構築（以下：山なみ）される。 

⑤山なみがチームを構成し、チームケア（介護過程）を実践する。多職種が連携するケアマネジメ 

ント実践により、課題解決型の働き・学び続けることができる地域環境が整備される。 

⑥多様な人材が専門性を高め発揮できるよう、広域・県域では地域での環境構築を支援する。 

          

 

 

                    

                   

   

   

   

                  

 

 

 

 

 

                        

                 ※スーパービジョン（次頁参照） 

⑤山なみ（事業所）が集まり、チーム（地域）となる 

 

 

 

   

          ⑥働き・学び続けられる      環境構築の支援（バックアップ） 

  

 

 

 介護福祉の価値と倫理の発信 

  社会福祉従事者に向けた研修体系の構築 

                      

 

※令和 6 年度推進会議報告書 P２７「学び続けられる環境整備部会」資料抜粋 

（図４） 

 キャリアパス（山なみ） キャリアデザイン（山） 

私（介護職） 

・どのような働き方をしたいか 

・どんな介護福祉職になりたいか 

・専門職としてどのように成長を

したいか 

・将来はどんな暮らし、働き方を

したいか 

職場（法人・事業所） 

・人材育成体制 

・めざすべき職員像 

・職場の研修体系 

・働きやすい職場環境・体制 

・人事労務の整備 

②

社

会

状

況 

等 

①きっかけの気持ち「志」 ③④ミッション「理念」 

支援システム 

（共通のキャリア教育、基盤的研修、支援上の課題解決プログラムなど） 

チーム・地域 

学び・働く 資格取得・専門性の向上 
支援者を支援する体制 

スーパービジョン※ 

学び続ける ⇔ 定着 

仲間づくり 

課題解決 

効果的な OFF-JT 

として位置づける 

多様な介護福祉人材が、求められる専門性を発揮していくために 
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支援者を支援する人材育成の体制～スーパービジョンについて           （図５） 

                           

 「学び続ける」には・・・               支援者を支援する人材育成体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

「神奈川の介護福祉が目指す姿・５つの視点」と、キャリアビジョン（山）、キャリアパス（山なみ）、

職員の専門性と法人・事業所のミッション「地盤」が一体となる～介護福祉の文化の発信（図５） 

     

                              

              

     人材の多様性から生まれる奥行き 

 ③「裾野を広げ、同時に専門性も高める」→定着へ 

 

 

              

 

 

※令和 6 年度推進会議「学び続けられる環境整備部会」資料 P28 に一部加筆 

※令和 6 年度推進会議「学び続ける環境整備部会」資料Ｐ２８抜粋 

スーパービジョン（SV） 

 

〇スーパーバイザー 

    支援 

支援 

〇      〇 

   介護職     利用者 

スーパーバイザーによるスーパービジョ

ンをうけ、専門職として常に成長する機会

が与えられる。 

①職員ひとり一人の「志・想い」から、②職員の専門性と法人・事業所のミッションを基盤として、③多様な人

材のキャリデザインの山を、拡げていく ⇒人材の多様性から生まれる奥行き 

①「志＝想い」 

→きっかけの気持ちを大切にする 

 

 

地盤：②職員の専門性と法人・事業所の 

ミッションを基盤 

          ↓ 

    プラスの価値を広げる「源泉」 

 

○スーパービジョンとは 

「専門職の業務全般の遂行をバックアップする

ための職場の確認作業体制である」と規定す

る。（福山：2004）。スポットが当たるのは、職

場全体であって、そこで働く職員の仕事の遂行

がすべてバックアップされている状況を志向し

ている。スーパービジョンが行き届いている職

場というのは、そこで働くすべての人の仕事ぶ

りが見守られ、尊重され、時に助けられまた修正

されるなどし、職場全体の水準が向上していく

ような職場である 

（神奈川県社会福祉協議会発行「職員が育つ職場がいき

る～神奈川県社協発 福祉の職場のスーパービジョン」

より抜粋） 

 

〇スーパービジョンの３機能（Kadushin,A） 

①管理的機能（業務の確認） 

②教育的機能（何が不足しているかの確認） 

③支持的機能（不安、自信喪失、悩みの確認） 

かながわの（山・山なみ）と（地盤） 
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（２）介護過程を基盤とした、働き、学び続けることができる人材育成体制づくり 

    

ア. 働き、学び続ける介護福祉職と法人・事業所の人材育成体制づくり 

   介護過程をベースとした介護福祉の実践に人材育成体制（職場研修・スーパービジョン）を組み込み、 

介護福祉職の専門性を向上し、法人・事業所の専門性を担保していく仕組み 

                                          （図６） 

 

   介護過程を基盤とした、学び続けるけることができる法人・事業所の人材育成体制 

 

 

介護福祉職の専門性                専門性を担保するもの 

       恒常的なアップデート              職場・職域等研修の体系化 

       

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 ⇒介護過程のプロセスと職場研修等が連動することで、介護福祉の実践と学びがリンクした

専門性向上の機会が整理される。 

⇒法人・事業所の人材育成体制（スーパービジョン）により、介護福祉職の実践をポジティ

ブに支援し、専門性の見える化、職員のやる気に直結する内発的動機付けの機会を確保す

ることができる。（P14参照） 

 

 イ.キャリアデザインと複線式キャリアパスへの対応 

⇒法人・事業所の人事労務管理（キャリア・コンサルテーション）により、多様な介護福祉

人材の「キャリアデザイン」に対応するとともに、複線式のキャリアパスの構築・運用と

連動することで、働き学び続けることができる環境づくりが促進される。 

 

2026.2.6 学び続けられる環境整備部会資料を一部修正 

     

 

 

コンサルテーション 

知識 技術 

態度 

（介護福祉の価値・倫理） 

SDS 

OFF-JT 

OJT 

計画 

立案 

実施 評価 

アセス

メント 

介護過程（実践） 

法人・事業所 

ポジティブ 

な評価 

スーパービジョン 

キャリア

デザイン 人事・労務 

キャリア

パス構築 

内発的動

機付け 
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（３）地域における多職種連携と人材育成体制の構築～キャリアデザインの山なみ  

   

ア. ケアマネジメント実践と多職種連携 

  地域では、ケアマネジメント実践の中で、介護福祉職の専門性が可視化される。 

 

       ケアマネジメントプロセス            介護過程 

        インテーク 

        アセスメント（課題分析）        [例：訪問介護] 

        ケアプラン原案作成           アセスメント 

        サービス担当者会議           個別支援計画作成 

        ケアプラン実践             サービス提供 

        モニタリング              評価 

        再アセスメント             再アセスメント 

       （社会課題への対応）                       

 

 

                                  

    

           福祉 

※生活全般の解決すべき課題を、アマネジメントプロセスによるチームケアの実践で対応⇒社会課題へも対応 

 

イ. 法人・事業所をこえた介護福祉専門職の横のつながり 

複数の法人・事業所の専門職による山なみが集まり、お互いの交流から影響を受け合う。 

自らの実践の振り返りを通じた知識・技術の向上が、地域の介護福祉の専門性を高める 

 

在宅福祉では持ち寄ることから       学び、集いの場が、地域で働くエネルギーに 

※例：一人仕事が多く不安が多い（訪問介護） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域での介護福祉の専門職が「集う」ことを通じ、職場外の専門職からの影響を受けて、ともに学び 

専門性を高めあい、仲間とともに「地域」の中でキャリアデザインを描くこと→定着につながる 

   

促進要因 多職種連携 

＝「学び」も含む 

不安や課題をそのままにせず、持ちよ

り学び会う機会が定例・恒常的にある 

 

2026.1.29在宅ワーキング資料を一部修正 

介護 

ケア 

マネ 

リハ 
医療 

支援上

の不安 

支援上

の課題 

勉強会・研修会・事例検討会 

不安・課題を持ちより問題を共有する 

 

孤独感 
パワー

レス 

不安や課題を持ちよ

り学び会う（交流） 

⇒自分だけじゃない 

次の集まりまで

頑張ってみる！ 

学びの機会  

職域・地域 

広域・種別 

 

定例的 

恒常的 

実践 

定着 

看護 

 

ケアプランデータ連携 

＝生産性向上等取組み 
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参考資料５ 

 

在宅ワーキングから～在宅福祉サービス（訪問介護を中心に）の現状と今後にむけて 

 

〇訪問介護における人材確保対策の考え方・方向性のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇訪問介護職の特徴（①）やセールスポイント（②）の構造（令和７年度 ver.） 

a) 多様で柔軟な働

き方が可能 

〇職住近接（仕事と従事者自身の生活のバランス）＝従事者と利用者との地域の生活・

文化の距離も近い 

〇働きながら介護に関する修了資格や国家資格取得が可能である 

〇訪問介護員の男性割合は 2 割程度～男性介護福祉職の活躍が期待される 

〇資格を持ち、複数事業所との兼任などのダブルワークが可能である 

〇従事者自身のライフステージにあわせて仕事量や業務内容を職場と相談しながら調

整・選択が可能である（柔軟的な働き方が可能である場合） 

ｂ） 専門性の魅力と

奥深さ 

〇利用者支援のチームが編成されており、多職種によるチームの一員として、独自の専

門性を発揮できる 

〇1 対 1 での支援の中で、信頼関係をつくり、じっくり関係性を構築することができる 

〇居宅の生活の中で、直接支援する⇒利用者の活動・参加、人生（終末期）にかかわる 

〇地域の特性や利用者の個別課題に対応した介護技術が発揮される 

c） 処遇改善・職場

環境等要件 

〇介護報酬改定  

  ※財務状況と処遇改善加算取得状況 

  ※臨時的給付の創設・規制緩和の実施 

ｄ)その他 ○学び続けるために～地域の状況にあわせた継続的な学びの機会づくり（市・地域） 

※専門職能組織や県域研修機関との体系的な連携 

〇小規模介護事業所の休止・倒産件数が増加している 

 

人材確保に
むけた取り
組み提案

①
訪問介護
職の特徴

②
セールス
ポイント

③
おもな
課題

※①②③は連結しているが、３つ

の観点を中心に今後の人材確保

にむけた取り組みを検討する 

提案

取り
組み

提案
取り
組み

提案

訪問介護の 

人材確保・育

成・定着対策 

※「提案」と「取り組み」を繰り

返し、不安要素の払拭、魅力の

発信、個別課題の解決等への支

援と仕組みづくり、さらに県

域・広域での取り組みの開発を

すすめていく。 
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参考資料６ 

 

情報部会から～対象別情報発信の視点 

 

 

 

 ①小中学生、高校生 ②大学・短大・専門学校等の学生 

 
ポータルサイトで掲載中のコン
テンツ 

 
○「介護職」としての私 
○介護福祉の仕事紹介－現場からの発
信 

○動画「神奈川の介護現場で働くイメー
ジを作ろう」 

 
○「介護職」としての私 
○介護福祉の仕事紹介－現場からの発信 
○研修・資格取得のための情報 
○県・市町村からの制度・施策情報 
○動画「神奈川の介護現場で働くイメージ
を作ろう」 

インターネット媒体の中で特に
有効と考えられるツール・手法 

○サイト上での記事、動画等のコンテン
ツ 

○リーフレット、チラシ等の印刷、配布が
できる電子媒体 

※学校から生徒への配布物として、教
員が副教材等として用い、保護者の
目にも止まるもの 

 

○サイト上での記事、動画等のコンテンツ 
○SNS による投稿・拡散 
※ブラウザ、SNS で気軽に検索できる情報
発信 

特徴（対象層のイメージ） ○学校・学級単位で取り組む傾向があ
る。 

○福祉教育、ボランティア学習、総合的
学習の時間等を活用し、学習形式とし
てアクティブ・ラーニング等の実践体
験学習が求められる。 

○福祉科の生徒や高卒で就職を希望す
る生徒は、キャリア教育を通して社会
的・職業的自立が目指される。 

○介護・福祉学科では、専門教育として実習
等の機会があり、資格取得と就職の支援
が行われる。求人等の情報は、学校に直
接寄せられる。 

○介護・福祉学科以外では、職業選択の一
つとして介護や福祉分野が考えられる
が、基本的内容など全般的に関連情報が
乏しく、見学、実習等の経験もほとんどな
い。 

 
目的 ○横断的、総合的な学習や生徒の興味・

関心等に基づく学習など、創意工夫
を生かした教育活動に沿った内容を
提案する。 

○介護・福祉が自分にとっても身近なも 
  のであるという「接点」を考える機会
を提供する。 

※生徒だけでなく、教員、保護者へ
の理解促進も取り組み目標に含む 

 

○近い将来、自分が実際に働く介護・福祉の
身近な現場（県内）の雰囲気等を伝える。 

○介護・福祉学科以外の学生においても、
入職後に資格を取得したり、働きながら
学べる環境があることを伝える。 

 

主に伝えること ○介護・福祉の仕事の魅力 
○サービス提供をするうえで大切にす
ること 

○実際の業務内容（１日の業務の流れ
等） 

○介護・福祉の仕事で必要とされてい
る資格、取得方法等 

 

○介護・福祉の仕事の種類や具体の仕事内
容 

○介護・福祉の理念、考え方等 
○資格取得や就職支援等、活用できる制度
の紹介 

 

キャスト（身近なロールモデル
をイメージ） 

○高卒で介護・福祉の現場で働いてい
る若手職員 

○高校卒業後、介護・福祉学科の大学等
への進学を経て、介護の現場で就労
している若手職員 

○上記職員の入職後を見守ってきた先
輩、上司 

○実習生受入れの担当職員 
○福祉系高校の教員 
 

○介護・福祉学科の大学・短大・専門学校を
卒業後、介護現場で就労している介護職
員 

○介護・福祉学科以外の大学・短大・専門学
校を卒業後、介護現場で就労している介
護職員 

○上記若手職員の入職後を見守ってきた先
輩、上司 

 

                           令和 5 年度推進会議報告書 P36-37 に一部加筆 

 
 
 

神奈川県介護人材確保対策推進会議 対象別の情報発信の視点 

対象別：小学生から大学生 
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③社会人（主に転職者）
④育児や介護等を経験し 、再び就
労を目指す層

⑤その他（外国籍県民等）

○「介護職」としての私
○介護福祉の仕事紹介－現場

からの発信
○研修・資格取得のための情報
○県・市町村からの制度・施策情

報
○動画「神奈川の介護現場で働

くイメージを作ろう」

○「介護職」としての私
○介護福祉の仕事紹介－現場からの発
信

○研修・資格取得のための情報
○県・市町村からの制度・施策情報
○動画「神奈川の介護現場で働くイメー
ジを作ろう」

※県外、海外から神奈川に移住し、介護・
福祉の現場で就労したいと考えている
方

○サイト上での記事、動画等の
コンテンツ

○SNS による投稿・拡散
※ブラウザ、SNS で気軽に検索

できる情報発信

○サイト上での記事、動画等のコンテン
ツ

○SNS による投稿・拡散
※ブラウザ、SNS で気軽に検索できる
情報発信

○サイト上での記事、動画等のコンテンツ
○SNS による投稿・拡散
※ブラウザ、SNS で気軽に検索できる情
報発信

※多言語への対応

○他分野からの転職の場合、多
くが無資格・未経験のため、介
護・福祉の仕事の種類や働き
方、入職後の人材育成や資格
取得の方法等に関心がある。

○介護・福祉分野内での転職
は、「同種別・同職種での転
職」と「種別を変える場合」と
に大別される。

○育児や介護の経験等がきっかけとな
り、その経験を活かしたいと考えてい
る。

○有資格者、前職が福祉・介護等の従事
者は、

・ブランクがあることによる再就職への
不安を抱えている。

・家庭の事情等を優先する関係から、多
様な働き方を望んでいる。

○法人・事業所数の多さ（就職先の選択肢
の多さ）や、入職後も学び続けられる環
境づくりなど受け入れた後の人材を大
切にする法人・事業所の取り組みに関心
がある。

○直接的な仕事の魅力以外にも、風光明
媚な自然や歴史、都市、観光といった地
域特性、充実した交通インフラ、さらに
は外国籍県民が多く多様性を大切にす
る視点なども関心の的になっている。

○これまで行ってきた仕事が活
かせそうな部分があっても、
多くは気持ちを切り替えて臨
んでくることから、入職にお
ける不安を和らげる意味で介
護・福祉の仕事の将来展望等
を伝えていく。

○個々の「経験」を出発点として、専門職
としての今後の仕事について考える機
会を提供する。

○個々の法人・事業所の取り組みに加え、
関係者が一体となって人材育成等に取
り組んでいる広域的な活動やネットワー
ク、さらには神奈川県の多様な地域特
性を“かながわらしさ”として発信し、神
奈川に人を呼び込む。

○介護・福祉の仕事の種類や具
体的な仕事の内容

○多様な人材育成（資格取得、
キャリアパス）

○介護・福祉の仕事の種類や具体の仕事
内容

〇仕事と家庭生活の両立、ワークライフ
バランス 

○“かながわらしさ”の発信

○他分野からの転職等、同じ背
景を持った中高年齢層の介護
職員

○同じような経験をした職員、または現
在も多様な働き方を行っている職員

○法人・事業所の採用、人事担当者

○県外、海外から移住し、神奈川の介護現
場で働いている介護職員

○法人・事業所の採用、人事担当者

令和 5 年度推進会議報告書 P36-37 に一部加筆 

対象別：社会人・育児介護経験者・外国籍県民 
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